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パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結

果
を
分
析
し
、
県
と
し
て
の
公
共
交
通
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
先
ほ
ど
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
当
た
る
よ
う
な

計
画
づ
く
り
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◎
本
県
の
次
世
代
自
動
車
導
入
推
進
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

井
田　

泉

Q
環
境
に
優
し
い
次
世
代
自
動
車
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
県
も
次
世
代
自
動
車
の
普

及
を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
思
い
ま
す
が
、

普
及
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

A
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
次
世
代
自
動
車
の
県
内
普
及
率
で
す

が
、
平
成
19
年
度
末
の
登
録
台
数
は
、
八
千
二
百 

五
十
五
台
で
し
た
が
、
平
成
26

年
度
末
現
在
で
十
万
四
千
四
百 

三
十
二
台
と
、
７
年
間
で
約
13

倍
に
増
加
し
て
お
り
、
現
在
の

普
及
率
は
、
9.7
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
乗
用

車
の
新
車
販
売
台
数
に
占
め
る

次
世
代
自
動
車
の
割
合
は
30.3
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
前
橋
と
高
崎
を
つ
な
ぐ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型

路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
の
検
討
に
つ
い
て

公
明
党　

福
重　

隆
浩

Q
高
崎
駅
東
口
か
ら
高
崎
市
産
業
団
地
や
、
前

橋
み
な
み
モ
ー
ル
な
ど
の
拠
点
施
設
等
を
経

由
し
て
、
中
央
前
橋
駅
ま
で
結
ぶ
ル
ー
ト
に
Ｌ
Ｒ

Ｔ
を
走
ら
せ
る
等
、
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
や

構
想
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
高
崎
駅
、
中
央
前
橋
駅
と
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
や
前
橋
み
な
み
モ
ー
ル
な
ど
の
集
客
施
設
、

日
赤
等
の
医
療
機
関
や
産
業
団
地
な
ど
の
拠
点
施

設
を
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
公
共
交
通
に
よ
っ
て
結
ぶ

こ
と
は
、
自
動
車
交
通
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

に
よ
る
市
街
地
の
渋
滞
緩
和
な
ど
集
客
効
果
以
外

に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
手
段
に
つ
い
て

今
後
と
も
研
究
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

９
月
18
日
㈮

◎
障
害
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

臂　

泰
雄

質
疑
及
び
一
般
質
問

平
成
27
年
９
月
17
日
、
18
日
、
25
日
に
開
催
さ
れ

た
質
疑
及
び
一
般
質
問
で
は
、
次
の
議
員
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
及
び
一
般
質
問
は
、１
年
間
３
回
の
定
例
会
で
、

基
本
的
に
、
全
議
員
が
１
度
ず
つ
行
う
予
定
で
す
。
質

疑
及
び
一
般
質
問
を
し
て
い
な
い
議
員
に
つ
い
て
は
、

次
回
以
降
行
う
予
定
で
す
。

○
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

９
月
17
日
㈭

◎
県
道
高
崎
神
流
秩
父
線
の
「
岩
崎
交
差
点
」
に

つ
い
て

自
由
民
主
党　

橋
爪　

洋
介

Q
富
岡
方
面
か
ら
高
崎
方
面
に
向
か
う
交
通
が

特
に
多
い
た
め
、
左
折
専
用
車
線
を
設
け
る

事
で
渋
滞
改
善
に
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

県
の
見
解
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A
県
で
、
今
年
１
月
に
岩
崎
交
差
点
付
近
の
交

通
量
調
査
を
行
い
、
朝
の
時
間
帯
に
交
差
点

の
西
側
で
最
大
1.5
㎞
の
渋
滞
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
間
帯
の
交
差
点
へ
の
交
通
量
は
、
富

岡
方
面
か
ら
交
差
点
に
流
入
す
る
交
通
量
の
う
ち
、

交
差
点
を
左
折
し
て
高
崎
方
面
に
向
か
う
交
通
が

約
６
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
左
折

専
用
車
線
の
追
加
は
、
渋
滞
の
改
善
に
効
果
が
あ

る
と
、
県
と
し
て
も
考
え
て
お
り
、
地
元
自
治
会

等
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
権
者
や
関
係
者
と

協
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◎
持
続
可
能
な
県
政
運
営
で
の
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

後
藤　

克
己

Q
ま
ち
の
ま
と
ま
り
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
公

共
交
通
で
つ
な
ぐ
と
い
う
、
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
と
一
体
と
な
っ
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
公

共
交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

A
県
で
は
「
ぐ
ん
ま
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
公

共
交
通
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
の
ま
と
ま
り
を
作

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
公

共
交
通
の
計
画
策
定
に
当
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
利

用
形
態
や
需
要
の
把
握
の
た
め
、
本
年
11
月
に

た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ

ン
」
が
平
成
26
年
に
放
映
さ
れ
、
改
め
て
注
目
を

集
め
て
い
る
余
市
町
の
取
り
組
み
事
例
等
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

＊余市蒸留所前にて

③
一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
産
業
振
興
財
団
（
北

海
道
札
幌
市
）

中
小
企
業
支
援
、
創
業
支
援
、
人
材
育
成
、
産

業
振
興
施
設
の
管
理
運
営
及
び
各
事
業
の
連
携
の

観
点
か
ら
、
一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
産
業
振
興

財
団
の
取
り
組
み
事
例
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

文
教
警
察
常
任
委
員
会

◎
文
教
警
察
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
岸
善
一
郎
、
副
委
員
長
：
髙
橋
正

委
員
：
中
沢
丈
一
、
松
本
耕
司
、
新
井
雅
博
、

　
　
　

福
重
隆
浩
、
後
藤
克
己
、
酒
井
宏
明
、 

　
　
　

川
野
辺
達
也
、
本
郷
高
明

◎
県
内
調
査

★
平
成
27
年
８
月
25
日
㈫

①
群
馬
県
立
館
林
特
別
支
援
学
校
（
館
林
市
）

現
在
の
教
室
の
利
用
状
況
及
び
改
築
工
事
に
係

る
考
え
方
や
改
築
予
定
場
所
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

②
史
跡
上
野
国
分
寺
跡
（
高
崎
市
）

「
史
跡
上
野
国
分
寺
跡
」
の
発
掘
調
査
の
現
状

等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
県
外
調
査

★
平
成
27
年
９
月
１
日
㈫
〜
３
日
㈭

①
山
口
県
教
育
委
員
会
（
山
口
県
山
口
市
）

地
域
の
教
育
力
の
向
上
・
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
も
っ
て
地
域
教
育
力
日
本
一
の
実
現
を
目
指

す
「
や
ま
ぐ
ち
型
地
域
連
携
教
育
推
進
事
業
」
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②
山
口
市
立
白
石
小
学
校
（
山
口
県
山
口
市
）

中
学
校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
基
礎
の
育
成
に
も
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
小
学

校
５
・
６
年
生
の
外
国
語
活
動
及
び
教
科
化
へ
の

対
応
、
ま
た
外
国
語
活
動
に
対
す
る
研
究
成
果
や

そ
の
後
の
外
国
語
活
動
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

＊山口市立白石小学校にて

③
福
岡
県
立
筑
豊
高
等
学
校
（
福
岡
県
直
方
市
）

専
門
高
校
生
の
実
践
力
育
成
の
た
め
の
取
り
組

み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

④
福
岡
県
警
察
本
部
（
福
岡
県
福
岡
市
）

通
称
「
暴
排
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
の
職
員

が
、
暴
力
団
の
実
態
等
を
中
学
生
や
高
校
生
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
、
福
岡
県
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
中

学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
い
て
、
年
１
回
以
上
の

暴
力
団
排
除
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
暴
力
団

排
除
教
育
の
推
進
に
係
る
全
国
初
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
（
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、

家
庭
教
育
の
支
援
・
こ
ど
も
の
未
来
に
関
す
る
特

別
委
員
会
、
観
光
・
世
界
遺
産
に
関
す
る
特
別
委

員
会
、
危
機
管
理
対
策
特
別
委
員
会
）
も
必
要
に

応
じ
て
、県
内
・
県
外
で
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
の
県
内
調
査
・
県
外
調
査
の
状
況
は
、
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
知
事
が
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ま
れ
た
障
害
者

福
祉
施
策
と
成
果
に
つ
い
て
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
任
期
の
中
で
取
り
組
も
う
と
さ
れ
る
施
策

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

A
こ
の
４
月
に
県
内
す
べ
て
の
地
域
に
特
別
支

援
学
校
を
設
置
し
教
育
環
境
が
整
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等

部
の
設
置
を
進
め
、
教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、

障
害
の
あ
る
方
々
が
希
望
や
適
性
に
応
じ
て
働
き
、

作
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
般
就
労
や
福
祉

的
就
労
の
場
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
考
え
で

す
。
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
に
生
活
し
、
生
涯
に
わ

た
り
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
計
画
の
賛
否
を
県

民
へ
問
う
こ
と
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

伊
藤　

祐
司

Q
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
建
設
に
は
、
根
強
い

批
判
が
あ
り
、
巨
額
を
投
じ
る
後
戻
り
で
き

な
い
開
発
で
す
。
知
事
が
群
馬
の
未
来
の
た
め
に

ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う
な
ら
ば
、
基
本
計
画
が

改
訂
さ
れ
る
今
こ
そ
、
施
設
の
整
備
計
画
そ
の
も

の
に
つ
い
て
、
県
民
に
賛
否
を
問
う
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
お
伺
い
し
ま
す
。

A
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
は
、
本
県
の

将
来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
始
め
と
し
た
様
々
な
調
査
や
、

長
期
間
に
わ
た
る
議
会
等
で
の
議
論
を
積
み
上
げ

て
参
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
施
設
の
意
義
や
必

要
性
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
に
努
め
、
様
々
な
機

会
で
県
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

穂
積　

昌
信

Q
現
在
、
県
内
に
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
圏
域
が
複
数
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
人
口
の
多
い
太
田
館
林
圏
域
で

の
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
、

県
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

A
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
鑑
別
診
断

や
入
院
治
療
な
ど
の
専
門
的
医
療
機
能
と
医

療
・
介
護
関
係
者
へ
の
研
修
や
認
知
症
の
地
域
へ

の
普
及
啓
発
な
ど
の
地
域
連
携
機
能
を
有
す
る
医

療
機
関
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、
全
て
の
圏
域
に


